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教 育 費

公 債 費

（特別会計並びに一般会計予算の詳細は各常任委員会報告をご覧ください。）

目的別の主なものとして

第１回定例会第１回定例会が開かれました
平成24年

〈2012年２月28日～３月19日〉

通称「予算議会」と言われる定例会で、今回提案された報告３件、議員発議２件、
議案46件、請願２件（内１件は継続審査分）、陳情２件を審議しました。その結果、
議案１件を修正可決、陳情１件を継続審査とし、他を原案通り承認・可決・同意
としました。

平成24年度当初予算が決まりました平成24年度当初予算が決まりました

対前年度当初予算対比　１億5432万円（1.0％）の増額予算対前年度当初予算対比　１億5432万円（1.0％）の増額予算

一般会計の総額は、163億8649万円一般会計の総額は、163億8649万円

昨年に引き続き、重点施策として、「地産地消と観
光振興」「教育資質の向上対策」「高齢化と小規模
集落対策」「子育て支援対策」「情報発信・交流連携」
の特別枠を設け34事業、総額で２億1664万円
を計上。また、市独自の、緊急経済対策施策として、
２億170万円が地域活性化並びに雇用創出のため
に計上されており成果を期待したい。

市税総額で36億5355万円（同比1.3%の減）、
地方交付税は、52億2727万円（同比4.4％の増）、
基金繰入金５億275万円（同比26.2％の増）、市
債19億6790万円（同比8.4％減）などが主なも
のとなっている。

歳出では歳入では
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平成21年度から平成24年度までの当初予算推移

①由布市立小松寮の設置及び管理に関する条例の制定について

副市長の選任について

氏　　名
住　　所
生年月日

・由布市議会議員の議員
報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正
について

・郵政改革法案の早期成立を求め
る意見書
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（億円） （億円）当初予算の推移 地方税と地方交付税の予算の推移

条 例 制 定

可決可決

人 事 議 員 発 議

可決可決同意同意
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16件の条例改正が提案され、内15件が可決、１件が修正可決された

修正可決 …議会としてその内容に賛成できない場合に当該部分を議会の意志で改めること。

・由布市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について

以下は可決
・由布市職員の給与に関する条例の一部改正について

・由布市防災会議条例の一部改正について

・由布市介護保険条例の一部改正について

・由布市子ども医療費の助成に関する条例の一部改正について

以下の条例改正については、上位法の改正に伴う改正が主なもの。
・由布市職員等の旅費に関する条例の一部改正について
・由布市税条例の一部改正について
・由布市印鑑条例の一部改正について
・由布市市営住宅条例の一部改正について
・由布市道路占用料徴収条例の一部改正について
・由布市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について
・由布市水道事業給水条例の一部改正について
・由布市公民館条例の一部改正について
・由布市立図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
・由布市消防手数料条例の一部改正について
・由布市火災予防条例の一部改正について

由布市と（各市町）との証明書等の交付等に係る事務の委託に関する協議並びに
規約の変更に関する協議について

条 例 改 正

協 議

可決可決
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平成23年度一般会計補正予算（第５号）

１億1585万円を減額　　　累計額　166億8425万円

特別会計

　開催日：平成24年２月20日
　場　所：大分県医師会館６階研修室

■平成23年度一般会計補正予算（第２号）
■平成23年度特別会計補正予算（第３号）
■平成24年度一般会計予算

一般会計は、構成市町村からの共通経費負担金と財政調整基
金繰入金を主な財源に、最小の経費で広域連合事務局の運営を
行うことを基本とし予算編成している。平成24年度の予算規
模を８億3230万６千円とするもの。

■平成24年度特別会計予算
平成24、25年度の保険料改定の基礎となった医療費の伸
びを考慮するとともに、保険料の財源を確保する事を基本に編
成した。予算の規模を1712億1968万８千円にするもの。

■大分県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条
例の一部改正について

■後期高齢者医療制度臨時特例基金条例の一部改正につ
いて
後期高齢者医療制度の保険料は、２年間を財政運営期間とし
て定めることとなっている。今回、平成24、25年度の保険
料率を改定するもので均等割額を４万7100円→４万8500
円に、所得割額を8.7％→9.52％に引き上げようとするもの。

■後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
■第２次広域計画の策定について

※今回は介護保険料引上げと重なることから高齢者の生活へ
の負担を少しでもやわらげるため、次回より今回を増加抑制
度合いが高くなるよう配分。22～23年度に見込まれる剰余
金約23億円を金額活用する見込み。これに加え県と協議し財
政安定化基金の一部約５億円を活用する見込みである。大分県
における一人当たり医療費の伸びは、２年分（22～23年）で
5.7％（全国平均4.8％）

　
　以上、８議案が一括上程され、賛成多数で可決。

（報告者：大分県後期高齢者医療広域連合議会議員
渕野　けさ子）

■会議名　由布大分環境衛生組合議会定例会
（平成24年第１回）

■開催日　平成24年２月17日

■場　所　由布大分環境衛生組合

■議　案
○平成23年度由布大分環境衛生組合一般会計補正予算

（第２号）
歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ　300
万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ6億
8017万2千円とするもの。
この他に、ごみ収集車購入費1226万9千円が諸般
の事情により、繰越明許費として計上された。

○平成24年度由布大分環境衛生組合一般会計予算
歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ　6億
3315万9千円と定めるもので、今年度の予算は、対
前年比　△3636万7千円の減額予算となった。
歳入として、清掃費負担金として６億393万円（大分
市8094万円・由布市３億9704万円など）ゴミ収集
手数料1770万円が主なもの。
歳出では、一般管理費6303万円、ゴミ処理費２億

5456万円、し尿処理費１億7929万円、公債費１億
3059万円が主なもの。
慎重審議の結果賛成多数で可決。

○一般質問
西郡　均議員が「由布大分環境衛生組合の事務から湯
布院地域を一部除外していること」について質問した。

（報告者：由布大分環境衛生組合議会議長　二ノ宮　健治）

補 正 予 算

大分県後期高齢者医療広域連合議会報告

可決可決

由布大分環境衛生組合議会報告
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（
教
育
長
） 

Ｑ　

 

Ａ　
（
教
育
長
） 

市政を問う

田中真理子  議員

髙橋義孝  議員
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■
第
一
次
由
布
市
行
財
政
改
革
実
施
計
画

の
達
成
状
況
と
今
後
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
総
務
部
長
） 

■
災
害
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
湯
布
院
地
域
の
火
災
連
絡
体
制
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
湯
布
院
・
湯
の
坪
地
域
の
市
道
の
電
柱

移
転
事
業
の
検
証
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
ク
ア
ー
ジ
ュ
ゆ
ふ
い
ん
の
今
後
の
管
理

体
制
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
湯
布
院
塚
原
地
域
で
の
水
企
業
の
進
出

計
画
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
挾
間
地
域
の
飲
料
水
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

Ａ　
（
水
道
課
長
） 

一般質問

新井一徳  議員

長谷川建策  議員
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■
温
泉
の
泉
源
保
護
に
関
し
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
日
本
の
美
し
い
村
に
認
定
さ
れ
た
湯
布

院
町
塚
原
地
区
に
於
い
て
、
市
有
地
の

野
焼
き
に
関
し
て
市
は
そ
の
後
ど
の
様

に
検
討
を
進
め
て
き
た
の
か

Ａ　
（
市
長
） 

■
消
防
団
員
の
手
当
て
に
関
し
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
由
布
市
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
滞
納
に
対
し
て
の
改
善
策
に
つ
い
て　

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
大
分
川
の
水
質
保
全
と
管
理
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
）

Ａ　
（
農
政
課
長
）

Ｑ　Ａ　
（
副
市
長
）

Ｑ　Ａ　
（
副
市
長
）

市政を問う

鷲野弘一  議員

太田正美  議員
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■
東
長
宝
処
理
施
設
の
不
明
水
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

Ａ　
（
環
境
商
工
観
光
部
長
） 

■
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
に
対
す
る
市
長
の
考
え

Ｑ　
 

Ａ　
（
市
長
） 

■
行
政
組
織
の
再
編
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
塚
原
「
由
布
岳
Ｐ
Ａ
」
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
に
つ
い
て

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

Ａ　
（
副
市
長
） 

Ｑ　

 

■
大
阪
の
教
育
行
政
に
対
す
る
改
変
の
動

き
を
市
長
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
？

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

Ｑ　
 

Ａ　
（
市
長
） 

■
由
布
高
校
の
厳
し
い
状
況
打
開
策
は
？

Ａ　
（
教
育
長
） 

Ｑ　

 

 

一般質問

西郡　均  議員

溝口泰章  議員
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■
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
は
、
由
布
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
相
応
し
い
か
？

Ｑ　

 

Ａ　
（
市
長
） 

■
地
域
振
興
局
に
本
課
の
予
算
要
求
権
を

Ｑ　

 

Ａ　
（
総
務
部
長
） 

■
米
軍
の
県
道
進
出
事
件
、
危
機
管
理
が

甘
い
の
で
は

Ｑ　

 

Ａ　
（
湯
布
院
地
域
振
興
課
長
） 

Ｑ　

 

市政を問う

小林華弥子  議員

熊
本
県
御
船
町　

議
会
の
取
り
組
み
を
視
て

熊
本
県
御
船
町　

議
会
の
取
り
組
み
を
視
て

議
会
活
性
化
調
査
委
員
会
視
察
研
修
報
告



市民と議員の意見交換会
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去る５月10日「由布市議会未来プロジェクト2012・市民と議員の意見交換会」を開催しました！

●会の趣旨（議会活性化調査特別委員長より）

由布市議会では、議会改革の取り組みとして、平成20年度から議会報告会に取り組んできましたが、さらに議会活
性化を図るために、昨年３月議会に「議会活性化調査特別委員会」を設置しました。
昨年夏に実施した「市議会に対する市民の意識アンケート調査」では、特に若年層の方が議会に「関心がない」「わから

ない」といった回答割合が高かったことから、今後の由布市を担っていく若い世代の、議会に対する関心の低さを心配
しています。また、自分の声や意見が議会に反映されていると思うかという問いには、「反映されているとは思わない」
が「反映されていると思う」を大きく上回っていました。
４年前から始めた議会報告会についても、市民の認知度は決して高いとは言えず、「知らない」という回答が５割以上
ありました。「参加したことがある」という回答については、知っていると答えた人でも１割程度、全体では、わずか５パー
セントしかありませんでした。議会と市民の距離を痛感するとともに、議会からの情報発信がいかに難しいかというこ
とを思い知らされました。

多様な価値観が存在する現代社会で、すべての市民の意見を議会に反映させることは難しいことですが、少なくとも
議会が「意見を拾い上げてくれる」、議員に「話を聞いてもらった」という実感を市民が持てるようにすることが、もっと
必要であると感じます。
議会が何をしているのか分からない、普段の議員の姿が見えないという市民の多くの声に少しでも応えるために、今
年度も、本日の庄内町を皮切りにして、夏に湯布院町で、秋には挾間町で、議会報告・意見交換会を開催することとい
たしました。

●テーマは「由布市の農業について」

今回は、これまで由布市議会が何度か開催してきた「議会報告会」を一歩進め、議会からの一方的な報告・説明だけで
はなく、議員と市民が意見交換をしたい、というのが一番の狙いでした。また、これまでは議員は議会としての統一見
解を答えるのみで、議員が個人の考えや意見をいうのは控えていましたが、今回は議員が個人個人で自分の考えも言え
る様にしました。
そして、単に市政全般や議会について漠然と話すのではなく、テーマを絞ってそれに関心のある方々のご意見を聞こ
うと、今回は「由布市の農業について」テーマを掲げました。

●満席の会場、沢山のご意見ありがとうございました。

当日は、田植え準備の忙しい中、市内から沢山の方々が来て下さり、約80名もの参加者で会場の席はいっぱいにな
りました。農業委員の方々や、女性農業者の方、また30代の若手農業者の方も来て発言して下さいました。
会場からは、
　　「由布市としての農業の全体ビジョンが必要ではないか」
　　「子ども達・次世代につなげる農業を」
　　「地域のお年寄りから昔ながらの農法を学ぼう」
　　「ただ単に作るだけではダメ、販売・流通のコントロール組織が必要」
　　「職員や市の農業に対する体制づくりや体質を
　　考え直すべき」
　　「議員ももっと由布市の農業の現状と課題を
　　徹底的に調査分析して」
などなど…、沢山のご意見ご発言をいただきました。

●今後は湯布院、挾間でも開催します。

　次回は…、

議題とするテーマも変わります。また詳細が決まりま
したら、ご案内します。
次回も多くの皆様のご参加をお待ちしております‼

会　 場 時　 期

〈その２〉 湯布院 夏

〈その３〉 挾 間 秋
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（上）請願書の様式

提出する際は、必要な手続が決められています。詳しくは市議会
ホームページをご覧になるか、議会事務局にお問い合せ下さい。

ホームページアドレス：http://www.city.yufu.oita.jp/gikai/gikai.html
議会事務局電話番号：097─583─1111（内線1423，1424）

（左 ： 伊藤裕乃主事　右：秋吉孝治局長）

■３月議会で上程された請願・陳情の結果

区　分 件　　　　名 代 表 提 出 者 結　果

請　願
（継続審査分）

請　願

陳　情

※１　さらに調査研究する必要がある。

  請願・陳情ってなぁに？請願・陳情ってなぁに？   
請願権は憲法で保障された国民の権利で、国や地方公共団体に対し、一定の希望を述べることができます。
この請願権は未成年者や法人、外国人など、どなたでも提出することができます。

「請願」を提出する場合、議員の紹介が必要です。
受理された請願は、委員会等で審査を行い、本会
議で採択か不採択かを議決します。

「陳情」を提出する場合は、議員の紹介は不要です。
由布市議会では陳情も請願と同じように扱うの
で、委員会等で審査を行い、本会議で採択か不採択
かを議決します。

※市外郵送分については要望扱になります。

請 願 陳 情

請　願　書

紹介議員
○○　○○○
（署名又は記名押印）

《表　紙》 《本　文》

請　願　書
■件名
　○○○について
■趣旨
　…………………………………
　…………………………………
上記の件について、地方自治法
第124条の規定により請願致します。
　平成○年○月○日

〈請願者〉
　住所　…………………………
　氏名　○○ ○○○

由布市議会議長 ○○○○ 様

事務局新スタッフ紹介
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１月４日 新年互礼会（挾間）

 議会活性化調査特別委員会

１月11日 議会広報編集特別委員会

１月12日 日出生台演習場対策特別委員会

１月16日 議会広報編集特別委員会

１月30日 全員協議会

２月８日 長崎県南島原市議会行政視察対応

２月９日 日出生台演習場対策特別委員会

２月14日 福井県小浜市議会行政視察対応

２月15日 全員協議会

 議会活性化調査特別委員会

 議員研修会

２月20日 日出生台演習場対策特別委員会

２月21日 議会運営委員会

 議会活性化調査特別委員会

２月28日 議会運営委員会

 全員協議会

 平成24年第１回定例会（～３月19日）

３月１日 議会運営委員会

３月２日 議会運営委員会

３月６日 議会運営委員会

３月７日 全員協議会

３月12日 全員協議会

 議会活性化調査特別委員会

３月19日 議会運営委員会

 全員協議会

３月28日 全員協議会

 総務常任委員会

議会のうごき


